
情報発信

事業終了後の⽀援体制構築＜⽀援団体例＞
組合・商⼯会・商⼯会議所・地域
団体商標権利者・任意団体 等

＜⽀援内容例＞
・ブランドストーリーの策定・再構築
・デザイン（ロゴ等）の検討
・販売、広報戦略策定
・知財活⽤⽀援
・アクションブランの策定 等

・取組内容のSNS情報発信、メディア露出
・アクションプランを局HP等で公表

・INPIT知財総合⽀援窓⼝、⾃治体、商⼯会議所
等との連携（加速的⽀援への移⾏など）

⽀援団体の選定
（2団体）

専⾨家による伴⾛⽀援
（⽀援５回×２時間）

⽀援成果まとめ
次年度以降に向けて

（⽀援イメージ）

（事業全体の流れ）

⽀援先決定（７⽉） 伴⾛⽀援（９⽉〜２⽉） 成果まとめ（２〜３⽉）

令和７年度九州における地域ブランド「稼ぐ⼒」育成⽀援事業
• 地域経済活性化のため、多くの地域で地域ブランド化の取組が推進されているが、経営資源が限られる団体
や事業者は継続的に取組を⾏うことが難しく、単発的な取組で終わってしまうケースが多い。

• しかしながら、現代の消費者ニーズは、モノ消費からコト消費・トキ消費へと変容しており、選ばれる商品・サービスは、より⽣
産者の思いやこだわり、地域らしさ(地域性）、ストーリー性などが重視され、地域全体の魅⼒発信や地域資源を活かした
ビジネス戦略が必要とされている。

• 加えて、地域ブランド化の推進においては、商品・サービスの付加価値を⾼めるために、商標等の知的財産を効果的に活
⽤した信頼の蓄積や差別化も必要になる。

• 本事業では、地域産品を扱うバイヤーや消費者のニーズに応えるため、地域活性化・発信⼒強化等に意欲のある団体を
対象に、地域の特性を活かした商品・サービスのブランドストーリー、デザイン、販売、広報、知財戦略等を検討する専⾨家
伴⾛⽀援を実施し、地域の「稼ぐ⼒」を育成すると共に、持続可能な経済成⻑につながるモデル創出を⽬指す。

・ハイブリッド形式による参加機会の創出
・現地参加者による他地域・異業種との交流
・九州域内外におけるブランド化の取組の後押し

事前ヒアリング
（１回×２時間）

＜⽀援リーダー＞
・⽀援地域・団体の課題を正
確に把握・分析
・地域産品を扱うバイヤーや消
費者のニーズを的確に把握

成果報告会

事前ヒアリング（８⽉）

・⽀援リーダー及び事務局によ
る現地ヒアリングを実施

・⽀援リーダー及び課題に応じた専⾨
家を派遣
※状況に応じて団体に属する個社⽀
援（１〜２回）

地域ブランド化により地域活性化・
発信⼒強化等に意欲のある団体を
公募により選定


